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■ 歴史博物館
１ 現 状

歴史博物館は、群馬県の歴史の変遷と発展に関する資料を収集・保管・展示し、県民の

利用に供することを通じて、県民の教養を高め、かつ群馬県の歴史と文化を調査・研究・

学習するあらゆる人のために資する様々な事業を行うことで、本県の教育、学術及び文化

の発展に寄与することを目的としている。昭和 54年 10月に設置された社会教育施設であ
り、今年で開館から 30 周年を迎えたところである。常設展・企画展・特別展示等の展示
と小学生を中心とする子供たちに対する体験学習を２本柱、車の両輪として実施している。

本施設は、県立都市公園「群馬の森」内に位置し、県立近代美術館と隣接しており、公

園全体として、本県を代表する文化・芸術エリアを形成するとともに、広く県民の憩いの

場となっている。

年間入館者数は約９万人で、うち観覧者が約６万人、教育普及事業参加者が約３万人（平

成 19年度）となっており、平成 21年７月には累計観覧者数が 400万人を、教育普及事業
参加者も含めた累計入館者数は 435万人を突破した。

２ 施設の今後のあり方

(1) 施設の必要性について

歴史博物館は、本県の歴史文化に係る研究・社会教育の中心施設として、数多くの県民

に利用されており、その設置目的は、今日においても失われておらず、教育的効果も高い

施設と考える。本施設の今後のあり方としては、継続とすべきである。

歴史学習の場として、県内の約半数の小学校に利用されるとともに、多くの県外の小学

校にも利用されている。また、観覧だけでなく、体験学習にも力を入れており、学校教育

の支援や親子への歴史学習の場としても、多くの参加者を集めている。

なお、県内博物館の拠点として、83 の博物館が加盟する群馬県博物館連絡協議会の取
りまとめ役を担っていることから、引き続き県内における連携を強化するとともに、県外

博物館との幅広い連携についても、検討していく必要がある。

(2) 管理運営方法について

① 開館以来、常設展示室の基本レイアウトを変えておらず、観覧者の増加を図る観点か

ら、展示内容や展示方法について見直す必要がある。特に、小学生の利用が多い施設で

あることから、子供たちから見やすくするなど、関心を高めるような工夫に努められた

い。

② 学校利用について、職員が学校現場に積極的に出て行くなど、教育普及の充実により

一層努められたい。

③ 多くのボランティアを活用しているが、より観覧者の理解を深め、関心を高めるため、

展示の解説にも対応できるようなボランティアの養成について検討する必要がある。

④ 歴史博物館と近代美術館は生活文化部、群馬の森は県土整備部と、県の内部で所管部

署・管理方法が分かれているが、管理運営経費の節減や、住民サービスの向上を図るた

め、施設相互の連携方法等について検討する必要がある。

(3) 管理運営主体について

県直営による管理運営が適当であると考えるが、民間のノウハウを活用する観点から、

指定管理者制度について、他県での導入、活用状況など、情報収集に努められたい。
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■ 自然史博物館

１ 現 状

自然史博物館は、自然の生い立ちや郷土の豊かな自然環境に関する県民の理解を深め、

併せて県民の文化活動を援助し、もって教育、学術及び文化の発展に寄与することを目的

に、平成８年４月に設置された社会教育施設である。常設展示、企画展、特別展をはじめ

として、ファミリー自然観察会、ミュージアムナイトツアー、サイエンス・サタデーなど

様々な教育普及事業や調査研究、資料収集等を行っている。

全国的に入館者数が伸び悩んでいる中で、年間の入館者数は、開館以来、概ね 20 万人
前後で推移しており、うち観覧者が 16 万人、教育普及事業参加者が４万人（H19 年度）
となっている。

本施設は、富岡市立もみじ平総合公園内に位置し、公園内には市立の美術館、体育館等

が設置されている。また、本施設には、かぶら文化ホールが併設されており、平成 18 年
４月から指定管理者制度を導入し、富岡市が指定管理者となっている。

２ 施設の今後のあり方

(1) 施設の必要性について

自然史博物館は、本県の自然系の学術文化に係る研究・社会教育の中心施設として、数

多くの県民に利用されている。また、自然環境への理解を深め、自然に親しみ学習する施

設として、環境保護への取組が求められている時代ニーズにも合致しており、その設置目

的は、今日においても失われておらず、教育的効果も高い施設と考える。施設の今後のあ

り方としては、継続とすべきである。

本施設は、県内の約半数の小学校に利用されるとともに、多くの県外の小学校にも利用

されており、教育普及や調査研究にも力を入れ、実績を上げている。また、施設の展示内

容も充実しており、観光面からも本県を代表する施設になり得ると考える。

(2) 管理運営方法について

① 展示内容が充実していることから、教育施設としてだけではなく、観光施設としても

明確に位置付け、関係部署と連携しながら、積極的なＰＲ等を行い、県内外における集

客の新たな展開を図るべきである。

② 学校利用促進のため、県教育委員会と連携するとともに、研究部門職員の学校現場へ

の出張授業の拡大や、学校側のニーズを取り入れた運営等をさらに推進すべきである。

③ 調査研究の成果について、県民に対してより一層の情報発信に努めるとともに、大学

等との連携について検討されたい。

(3) 管理運営主体について

① 数多くの施設が設置された市立の大規模な総合公園内に位置しており、利用者側に立

った一体的・総合的なサービスが提供できるよう、施設相互の連携方法等について、富

岡市とよく話し合いをする必要がある。

② 県直営による管理運営が適当であると考えるが、民間のノウハウを活用する観点から、

指定管理者制度について、他県での導入、活用状況など、情報収集に努められたい。


